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応用情報技術者試験 　午後試験対策学習法
（１）応用情報技術者試験の対象像（試験要綱より抜粋）

対象者像
　高度 IT 人材となるために必要な応用的知識・技能をもち，高度 IT 人材としての方向性を確立し
た者

業務と役割
　基本戦略立案又は IT ソリューション・製品・サービスを実現する業務に従事し，独力で次のいず
れかの役割を果たす。 
　1．需要者（企業経営，社会システム）が直面する課題に対して，情報技術を活用した戦略を
　　立案する。 
　2．システムの設計・開発を行い，又は汎用製品の最適組合せ（インテグレーション）によっ
　　て，信頼性・生産性の高いシステムを構築する。また，その安定的な運用サービスを実現
　　する。

（２）午後試験　 変わりました！

　応用情報技術者試験午後試験は記述式の試験で，得意な分野の問題を選択して解答できます。どの
問題も事例問題です。全部で    5    問を解く必要があります。試験時間は2.5時間(13:00～15：30)，
合格ラインは60点です。午後試験で出題される問題は次の通りです。
　
　配点：20    点(1    つ選択)　標準解答時間：30分
　【必須】
　　Q1：情報セキュリティ
　【選択】
　　Q2：経営・情報戦略，コンサルティング技術
　　Q3：アルゴリズム Q4：システムアーキテクチャ
　　Q5：ネットワーク 　　 Q6：データベース
　　Q7：組み込みシステム　　 Q8：情報システム開発
　　Q9：プロジェクトマネジメント Q10：ITサービスマネジメント
　　Q11：システム監査

　H27秋試験から選択方法が変わります。必須の情報セキュリティ以外の分野は，どの分野からどの
ように選択しても良いことになります。つまり，アルゴリズムを選択しなくてもよいですし，ストラ
テジを選択しなくても良いです。また，選択する問題の数も4題に減りました。これによって，テク
ノロジ分野を主体で受験したいがアルゴリズムが苦手であった受験者や，マネジメントストラテジ分
野主体の受験者は学習しやすくなったと言えます。

　午後試験問題の特徴は，対策を採用する理由，不都合が発生する原因，改善策などを記述（30字
程度）させる設問があることです。知識に基づいて自分で考える力を要求されているといえます。ま
た，これらの設問に解答できるかどうかが合否につながるといっても過言ではありません。きっちり
対策をしておく必要があります。近年，出題テーマ，レベルともこなれてきています。H25春～H27春
の過去問題を演習してレベル感をつかんでください。
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電子メールセキュリティ

ブランド戦略

キャンペーンサイトの構築

アクセスログ監査システムの構築

自動車用衝突被害軽減ブレーキシステム

チケット販売システムの在庫調整機能の開発

情報資産の管理

財務会計システムの運用監査

問1

問2

問3 データ圧縮の前処理として用いられるBlock-sorting

問4

問5 DHCPを利用したサーバの冗長化

問6

問7

問8

問9 プロジェクトの人的資源計画とコミュニケーション計画
の策定および実施

問10

問11

応用情報技術者午後試験のテーマ

（３）記述式問題の学習法
　①選択問題のテーマを絞る
　　すべての分野を学習するのでは，負担が大きい。本試験で選択する問題を事前に決めておくと良
　　い。テクノロジ系問題を中心に選択するのか，マネジメント・ストラテジ系問題を中心に選択す
　　るのか，学習前に決めておくとよい。試験の最中に選ぶ時間的な余裕はない。

　②基礎知識の定着をはかる
　　午後問題は事例問題である。さらに問われる内容は，基礎的な知識から導き出される妥当な結
　　論のみである。基礎知識が不足していると論点がつかめず，的を射た結論も出てこない。高得点
　　が上げられない時には，基礎知識の整理をしなおそう。また，計算問題は，計算方法をしっかり
　　身につけること！

　③短文解答の練習を積む
　　・○○を採用しなかった理由を，30字以内で述べよ
　　・○○とはなにか。30字以内で述べよ
　　・○○のメリットを30字以内で述べよ
　　といった形式の設問がほとんどの問題に用意されている。これらは，問題文の事例を良く読み取
　　り，基礎知識と照らし合わせることにより，簡単に解答を思いつけるようになっている。何を答
　　えて良いのかが分からないときは，基礎知識不足，読解力不足である。また，制限された字数で
　　的確に解答する作文技術が必要になる。他人が読んでも理解できる平易で簡潔な文章を書けるよ
　　うに練習しておこう。

　　《解答のテクニック》
　　　・問題文の条件をしっかり理解する
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　　　・問題文の事例に則して答える
　　　・問題文の記述，用語，図の表記法にあわせて解答する
　　　・理由を問うているのか，改善方法を問うているのか，発生する不具合を問うているのか，問
　　　　われている事柄を正しく把握し解答する

　④消去法は使えない
　　午後問題が難しいようであれば，基本情報技術者試験の午後問題を選択肢なしで解いてみるのも
　　一つの手である。消去法ではなく，自ら，言葉が出てくることが求められる。

　⑤解答時間をきめて演習する
　　1題25分程度が目安である。解答を書くことまで含めて，この時間で解けるよう，練習する必要
　　がある。

（４）「午後問題が解けない！」3つのパターン
　①問題文の意味が分からず，事例の内容が理解できない
　　→基礎知識不足である。テキストで知識を習得する。
　　→該当分野の午前試験問題を重点的に解く。
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　②問題文に従わずに自分勝手に答えを作っている
　　→問題文の事例の制約条件，前提条件を踏まえて答える。
　　→問題文の状況の場合どうなるかが問われている。自分の経験や意見を答えない。
　　→問われていることを答える。

　③解答の趣旨は合っているのに，正解として採点されない。
　　→文章表現がうまくない。
　　→問題文に書いてない用語で答えている。問題文の記述例に従っていない。
　　→余計なことは書かない。主語述語を明確に書く。回りくどく書かない，ずばり書く。

（５） 午後重点学習テーマ

　・セキュリティ分野
　　－公開鍵暗号の利用，PKI
　　－流行している攻撃（ウェブサイトへの攻撃，標的型攻撃など）について，攻撃方法や被害例
　・ストラテジ分野
　　－分析手法（SWOT分析，PPM分析，バランススコアカード，顧客の分類，市場細分化）
　　－在庫管理
　　－意思決定
　・アルゴリズム分野
　　－グラフ（ダイクストラ法，最小木探索）
　　－リスト構造と木構造を中心としたデータ構造
　・システム構成分野
　　－性能計算（キャパシティ管理），稼働率計算
　　－待ち行列理論
　・ネットワーク分野
　　－L2スイッチの持つ機能(VLAN，スパニングツリー)
　　－無線LANの技術
　・データベース分野
　　－概念モデルの設計（ER図，正規化）
　　－SQL（SELECT，INSERT，DELETE，UPDATE，CREATE TABLE）
　　－外結合（OUTER JOIN），相関副問い合わせ
　・システム開発分野
　　－オブジェクト指向開発の考え方，デザインパターン，MVCモデル
　　－UML（ユースケース図，シーケンス図，クラス図，ステートチャート図）
　　－テスト手法
　・プロジェクトマネジメント分野
　　－タイムマネジメント，コストマネジメント，リスクマネジメント
　・ITサービスマネジメント分野
　　－ITILv3（サービスデザイン，サービスオペレーション，サービストランジションなど）
　　－問題管理，構成管理
　・システム監査分野
　　－監査の手順，監査技法
　　－監査人の独立性


